
日本全体 東日本 東北 県 詳しい地名 地名なし 合計

共通語 8 2 28 15 15 3 71

方言 0 0 1 7 8 0 16

合計 8 2 29 22 23 3 87

 

魏ふく子／石山理恵（東北大学大学院生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．看板、ポスター、のぼりなど 
●分類の一例                          ●スローガンに共起する地域名の分布 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スローガンの向けられる地域と選択される語形の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．短冊 
●発信者・受信者の居住地域による方言復興スローガンの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 復興スローガンにおける方言の用いられ方を調査               
② 方言復興スローガンに対する被災者・支援者の意識を考察           
③ （①と②を踏まえ）被災者・支援者による方言復興スローガン作成時の方言研究者の役割を提言 

目的 

①看板・短冊の復興スローガンにおける方言と共通語 

使用語形：共通語形 

指向地域：日本全体・東北 

 

使用語形：方言形 

指向地域：県 

 

発信者が受信者の 

地域の方言を意図的に使用 

発信者と受信者の居住地域で 

共通に用いる方言語形を使用 

発信者の居住地域の方言語形 

(受信者の地域では不使用)を使用 

発信者居住：鹿児島県 

受信者居住：  - 

 

「キバル」「タモンス」 

鹿児島県では使用。 

信者居住地域である 

被災地では使用されない。 

発信者居住：北海道 

受信者居住：東北 

 

「ケッパレ」 

北海道・東北（山形・福島

除く）ともに使用。 

 

発信者居住：東京都 

受信者居住：東北 

 

「マゲル」 

（語中のガ行濁音化） 

東北では使用。 

東京都では使用されない。 

発信者・受信者双方が同形方言を共有する 発信者は受信者と同形方言を共有しない 

 

発信者は受信者と同形方言を共有しない 

 

方言の異なる遠い地域からも 

応援しているというメッセージ 

心理的メッセージの発信を意図 

被災地の方言の使用で被災地に

寄り添いたいというメッセージ 

被災地と同形の方言の使用で 

仲間意識の喚起を促す 

メッセージ 

地域（県以下） 
日常の生活語 

地域に根付いている 
方言 

 

広域（日本～東北） 
公的な性格が強い 

広く理解されやすい 
共通語 

 心理的メッセージの発信を狙って選択 

  

   ・仲間意識の喚起 

   ・集団の一体感を強める 

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
指
向
す
る
地
域 



 

 

●アンケート調査 

 ・宮城県気仙沼市で被災者と支援者 各 17 人に方言復興スローガンについてのアンケート調査を行った。 

 

Ｑ．共通語のものと比べ、方言復興スローガンへ親近感を感じるか。 

（被災者回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ． 被災地以外の人が被災地の方言復興スローガンを作成すると、被

災者はどう思うか。 
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好感をもつ どちらでもない 嫌悪感をもつ 

被災者 

支援者 

 

②方言復興スローガンに対する人々の意識 

③提言―方言研究者はどう関わるか― 

方言復興スローガン 
作成を通した 

信頼関係の構築 

 被災者と支援者の 
 相互理解促進 

方言復興スローガンの作成 

支援者 

方言復興スローガンを 

作ろう!! 

方言研究者

方言研究者 

方言感覚の 

説明が困難 

被災者

被災者 

方言感覚の代弁 

協力体制 

研究成果の 
フィードバック 

方言の知識の提供 

不理解 
不安 
躊躇 

支援者

支援者 

支援者 

その土地の方言への 

↓ 

方言の正確な使用への 

↓ 

方言復興スローガンへの 

 

        プレッシャー 

被災者 

地元の協力を前提とした作成

を想定 

 

 

不理解 

不安 

躊躇 

被災者は好意的な意見 支援者は否定的な意見 
方言復興スローガンに 

被災者は親近感をもつ 
方言復興スローガンは 
被災者に有用である 

被災者の声 

○ありがたい。親しみを込めてやってもらっている。 

○コミュニケーションのきっかけになる。 

支援者の声 

×方言はまねるべきものではない。 

×わざとらしい。 

被災者の声 

○親しみがあって、自然に入ってきやすい。 

○「がんばっぺ」がわかりやすい。 

○優しさを含んでいる。 

○方言よりも共通語は押しつけがましいように感じる。 

被災者は方言復興スローガンに親しみを感じており、 
支援者による方言復興スローガン作成を歓迎している。 

支援者はためらうことなく 
被災地の方言復興スローガンを作成するべきである。 

！ 

がんばっぺし 
気仙沼！ 

被災者 方言研究者 支援者 


